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の登録者数は授業の履修者 105人の学生を含め 203人、当日の参加者は 185人であった。
参加者は、通常の授業ともイサムさんのコンサートとも異なる顔ぶれであった。まず、地





























































































































ん、のひなひろしさん、「琉球からの声を聴く」を支援してくださった JICUFの Paul Hastings
145
さんと Fernando Rojasさん、また、参加者のみなさまに心から感謝を申し上げます。
註
 1) 日本国際基督教大学財団は、事業の一つとして、「ICUの国際性とリベラルアーツ教育に沿った
革新的なプロジェクトを支援」する目的で教員や学生の新しい取り組みに対する支援を行ってい
る。詳しくは財団のページを参照。https://www.jicuf.org/faculty-2/?lang=ja
 2) のひなひろしさんは、下地イサムさんに先んじて日本語で宮古島の豊かな自然を織り込んだフォ
ークソングの楽曲をリリースしている。ひろしさんの歌を聴いて與那城美和さんもイサムさんも
育った。筆者が共同制作したドキュメンタリー映像「みゃーくふつの未来：消えゆく声、生まれ
る声」のテーマソングにひろしさんの「もうひとつのうりずんの島」の曲を使わせてもらってい
る。ひろしさんや美和さんの歌は、藤田ラウンドの研究ウェブサイト「多文化共生を再考する」
の「動画・写真」にある「歌から考える宮古島」のリンクから YouTube上で聴くことができる。
https://www.youtube.com/channel/UCtsbu9qQ7GUiB558D4z4Brg
 3) みゃーくふつを聴いて理解する人たちは、下地イサムさんや與那城美和さんたちの世代（40、
50代）の中にもおり、こうしたみゃーくふつを聴いて理解できる人たちを、イサムさんが自分
で習得したように、話すレベルまでに持っていくことも、今後、言語の再活性化 (language 
revitalisation)として取り組む、喫緊の課題の一つであると認識している。
